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【
は
じ
め
に
】

平　
成　
二　
十　
四　
年　
度　
診　
療　
報　
酬　
の　
改　
定　
率　
は　
、　

プ　
ラ　
ス　
〇　
・　
〇　
〇　
四　
％　
で　
な　
ん　
と　

か　
プ　
ラ　
ス　
の　
改　
定　
だ　
っ　
た　
。　
入　
院　

基　
本　
料　
は　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
十　
一　
点　
上　

が　
っ　
た　
が　
、　
栄　
養　
管　
理　
実　
施　
加　
算　

（　
十　
二　
点　
）　
と　
褥　
瘡　
患　
者　
管　
理　
加　
算　

（　
二　
十　
点　
）　
が　
入　
院　
基　
本　
料　
に　
含　
ま　

れ　
た　
こ　
と　
か　
ら　
、　
実　
質　
マ　
イ　
ナ　
ス　

二　
十　
一　
点　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

今　
回　
は　
、　
急　
性　
期　
〜　
慢　
性　
期　
〜　
在　

宅　
や　
医　
療　
〜　
介　
護　
へ　
の　
移　
行　
が　
シ　

ー　
ム　
レ　
ス　
に　
進　
む　
よ　
う　
に　
点　
数　
が　

付　
け　
ら　
れ　
、　
院　
内　
・　
院　
外　
問　
わ　
ず　

連　
携　
が　
強　
化　
さ　
れ　
た　
印　
象　
が　
あ　
る　
。　

当
院
で
は
、
改
定
毎
に
置
き
換
え
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

基
に
状
況
を
紹
介
す
る
。

【
一
般
病
棟
】

当
院
の
一
般
病
床
は
、
整
形
外
科
を
中
心

と
し
た
、
亜
急
性
期
十
八
床
を
含
む
六
十
床

で
あ
る
が
、
こ
の
病
棟
は
、
な
に
よ
り
も
手

術
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
事
が
大
き
い
。
項

目
に
も
よ
る
が
、
当
院
で
の
昨
年
十
二
月
の

置
き
換
え
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
二
十

五
％
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
亜

急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
と
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
入
院
料
と
の
整
合
性
を
図
る
と
い
う

事
で
、
亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
は
、
こ

れ
ま
で
と
考
え
方
が
変
わ
り
リ
ハ
ビ
リ
の
有

無
で
の
二
区
分
と
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
有
は
二

千
六
十
一
点
、
無
は
千
九
百
十
一
点
と
な
っ

た
。
当
該
病
棟
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が

一
般
病
床
で
整
形
手
術
を
行
い
、
術
後
リ
ハ

ビ
リ
で
の
亜
急
性
期
病
床
の
利
用
と
な
っ
て

お
り
術
後
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
る
患
者

は
従
前
よ
り
百
五
十
点
／
日
の
減
点
と
な

る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
基
本

料
部
分
で
マ
イ
ナ
ス
二
・
六
一
％
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
手
術
料
の
引
き
上
げ
も
あ
り

薬
剤
費
、
材
料
費
の
引
き
下
げ
を
考
慮
し
て

も
病
棟
全
体
で
は
約
プ
ラ
ス
〇
・
五
九
％
で

あ
っ
た
。

【
障
害
者
施
設
等
】

超
重
症
児
（
者
）
又
は
準
超
重
症
児
（
者
）

診
療
加
算
の
考
え
方
が
明
確
に
さ
れ
、
「
小

児
期
等
の
十
五
歳
ま
で
に
障
害
を
受
け
た
児

（
者
）
で
、
当
該
障
害
に
起
因
し
て
超
重
症

児
（
者
）
又
は
準
超
重
症
児
（
者
）
の
判
定

基
準
を
満
た
し
て
い
る
児
（
者
）
に
対
し
て

算
定
す
る
。
」
と
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
既

に
高
齢
者
を
含
む
多
く
の
患
者
に
対
し
て
当

平
成
二
十
四
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
と
も
な
う
試
算
事
例

試
算
事
例
（
一
）

療
養
型
病
院
の
場
合

永
生
病
院

サ
ー
ビ
ス
支
援
課
　
渡
部
　
雅
人
氏
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該
判
定
基
準
を
満
た
す
患
者
で
算
定
し
て
お

り
大
き
な
問
題
と
懸
念
し
た
が
、
そ
の
後

「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
三

十
日
以
上
継
続
し
て
当
該
加
算
を
算
定
し
て

い
る
患
者
は
、
当
面
の
間
、
同
年
四
月
一
日

以
降
も
継
続
し
て
、
当
該
加
算
を
算
定
で
き

る
も
の
と
す
る
。
」
と
通
知
の
一
部
訂
正
が

あ
り
当
院
の
障
害
者
施
設
等
病
棟
で
も
ひ
と

ま
ず
極
端
な
減
点
は
免
れ
る
形
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
薬
剤
費
等
の
引
き
下
げ
が
影
響
し

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・

二
七
％
の
見
込
み
で
あ
る
。
引
続
き
退
院
調

整
加
算
や
共
同
指
導
料
、
介
護
支
援
連
携
指

導
料
と
い
っ
た
在
宅
等
へ
の
退
院
を
視
野
に

入
れ
た
連
携
が
課
題
で
あ
る
。

【
精
神
科
病
棟
】

精
神
科
病
棟
に
つ
い
て
は
、
精
神
科
急
性

期
の
精
神
疾
患
・
認
知
症
に
お
い
て
は
評
価

が
さ
れ
た
。
精
神
疾
患
患
者
で
も
在
宅
で
の

対
応
が
望
ま
れ
て
お
り
、
施
設
に
対
し
て
も

早
期
の
入
院
や
在
宅
へ
の
退
院
等
が
評
価
さ

れ
、
長
期
入
院
に
つ
い
て
は
加
算
対
象
か
ら

外
れ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
長
期
入

院
患
者
の
多
い
当
院
で
も
加
点
項
目
が
無

く
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
マ
イ
ナ
ス

〇
・
四
二
％
と
な
っ
た
。
対
策
と
し
て
は
、

や
は
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
め
た
在
宅
等

へ
の
退
院
を
視
野
に
入
れ
た
連
携
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

【
療
養
病
床
】

療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
上
の
六

対
一
の
経
過
措
置
が
延
長
さ
れ
二
十
五
対
一

も
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
救
急
・
在
宅
支
援

初
期
加
算
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
対
一
で
は

百
五
十
点
と
据
え
置
か
れ
た
が
、
二
十
対
一

で
は
二
倍
の
三
百
点
と
な
り
二
十
対
一

の
病
棟
の
み
が
後
方
支
援
機
能
評
価
が

な
さ
れ
差
別
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

る
。
当
院
で
は
三
病
棟
あ
る
療
養
病
棟

は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
増
点
と
な
っ

た
。療

養
病
棟
療
養
環
境
加
算
三
、
四
に

つ
い
て
は
、
療
養
病
棟
療
養
環
境
改
善

加
算
一
、
二
と
名
称
を
変
え
、
そ
れ
ぞ

れ
十
点
の
減
額
と
な
る
こ
と
と
な
っ

た
。
開
始
は
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日

か
ら
と
経
過
措
置
期
間
は
あ
る
も
の

の
、
今
後
の
当
院
で
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
前
回
の
改
定
に
引
続
き
医
療

と
介
護
の
役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
為

に
要
介
護
被
保
険
者
等
に
対
す
る
維
持

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

原
則
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
し
て
、
点
数
も
一
割
引
き
の
点
数

が
設
定
さ
れ
た
が
、
医
療
度
が
高
い
入

院
患
者
に
お
い
て
は
当
て
は
め
ら
れ
な

い
考
え
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
際
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
厚

生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
長
へ
の
質
問
が
あ

っ
た
。
「
医
療
的
管
理
が
必
要
な
高
齢
者
に

対
し
て
日
常
生
活
動
作
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
は
予
防
の
範
囲
と
な
り
医
療

と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は

「
こ
れ
は
外
来
を
想
定
し
て
お
り
、
入
院
に

つ
い
て
は
別
途
議
論
が
必
要
？
」
と
の
コ
メ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
維

持
期
リ
ハ
ビ
リ
の
考
え
方
が
新
た
に
示
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
さ
て
、

話
を
戻
す
と
当
院
療
養
病
床
は
療
養
病
棟
療

養
環
境
改
善
加
算
を
含
め
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二
八
％
と
な
っ

た
。

【
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
】

最
後
に
回
復
期
リ
ハ
病
棟
だ
が
、
二
段
階

の
点
数
か
ら
一
つ
上
乗
せ
さ
れ
三
段
階
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
新
点
数
一
、
二
の
場
合

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
新
点

数
一
の
場
合
だ
と
プ
ラ
ス
三
・
八
二
％
、
新

点
数
二
の
場
合
だ
と
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
六
％

と
な
っ
た
。
当
院
は
旧
点
数
で
回
復
期
リ
ハ

病
棟
入
院
料
一
の
病
棟
が
二
病
棟
だ
が
、
新

点
数
一
を
目
指
す
に
は
、
「
看
護
配
置
常
時

十
三
対
一
以
上
看
護
師
七
割
以
上
、
夜
勤
看

護
職
員
二
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。
新
規
入
院

患
者
の
う
ち
一
割
五
分
以
上
が
『
一
般
病
棟

用
の
重
症
度
・
看
護
必
要
度
』
Ａ
項
目
一
点

以
上
の
患
者
で
あ
る
こ
と
。
」
と
い
う
要
件

が
あ
り
、
こ
れ
を
い
か
に
ク
リ
ア
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
疑
義
解
釈
資
料
（
そ

の
一
）
に
て
、
「
同
一
保
険
医
療
機
関
内
に

お
い
て
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
入
院
料
一
と
二
の
届
出
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
」
と
示
さ
れ
た
事
に
よ
り
今
後

は
一
病
棟
ず
つ
の
段
階
的
な
取
得
を
も
視
野

に
入
れ
検
討
を
行
い
た
い
。

【
ま
と
め
】

置
き
換
え
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

高齢者の終末期医療とケアについて、日本老年学会が

本年1月2 8日に立場表明を行っていますが、東京都病院協

会でも病院団体として同種の問題について議論するため

に「医療倫理懇談会」を開催することとなりました。第1

回目は、4月2 7日に早稲田大学名誉教授の木村利人先生を

講師にお迎えし、高齢者医療のあり方と医療機関の対応

について検討することといたしました。

理事会報告（4月）

会員各位には、会員病院の現況調査のために施設表の

ご提出をお願いしているところです。お手数をおかけい

たしますが、よろしくご協力下さいますよう、お願い申

し上げます。

医療機関は犯罪被害者に最初期に接触する機会が多く、

被害者支援に関して重要な役割を担うことが期待されて

います。東京都病院協会では、これまでにも犯罪被害者

支援について数回にわたって勉強会を行ってきましたが、

今回は性犯罪被害について、5月1 6日に被害者支援と関係

諸機関との連携について性犯罪被害者支援連絡会を開催

することとなりました。
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（　
Ⅰ　
群　
・　
Ⅱ　
群　
・　
Ⅲ　
群　
）　
に　
振　
り　
分　
け　
を　
し　
て　
評　

価　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
Ⅰ　
群　
は　
大　
学　
病　
院　
本　

院　
八　
十　
病　
院　
、　
Ⅱ　
群　
は　
大　
学　
病　
院　
本　
院　
に　
準　

じ　
た　
診　
療　
密　
度　
と　
一　
定　
の　
機　
能　
を　
有　
す　
る　
病　

院　
と　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　
自　
治　
体　
病　
院　
や　
公　
的　
病　

院　
な　
ど　
約　
八　
十　
病　
院　
が　
該　
当　
す　
る　
。　
当　
院　
は　

Ⅲ　
群　
に　
該　
当　
し　
て　
お　
り　
、　
今　
の　
基　
準　
で　
い　
く　

と　
Ⅱ　
群　
に　
あ　
が　
る　
の　
は　
不　
可　
能　
と　
い　
え　
よ　
う　
。　

調　
整　
係　
数　
の　
段　
階　
的　
廃　
止　
に　
つ　
い　
て　
は　
平　

成　
三　
十　
年　
ま　
で　
の　
計　
画　
が　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　
病　

院　
群　
別　
の　
平　
均　
水　
準　
を　
基　
礎　
係　
数　
で　
評　
価　
し　
、　

こ　
れ　
に　
病　
院　
ご　
と　
の　
診　
療　
実　
績　
が　
機　
能　
評　
価　

係　
数　
Ⅱ　
と　
し　
て　
加　
え　
ら　
れ　
る　
こ　
と　
と　
な　
る　
。　

今　
回　
の　
平　
成　
二　
十　
四　
年　
度　
改　
定　
に　
お　
い　
て　
、　

改　
め　
て　
、　
調　
整　
部　
分　
の　
二　
十　
五　
％　
を　
「　
機　
能　
評　

価　
係　
数　
Ⅱ　
」　
に　
置　
換　
え　
、　
残　
り　
の　
調　
整　
部　
分　

は　
「　
暫　
定　
調　
整　
係　
数　
」　
と　
し　
て　
設　
定　
さ　
れ　
た　
。　

今　
後　
、　
二　
十　
六　
年　
に　
は　
五　
十　
％　
・　
二　
十　
八　
年　
に　

は　
七　
十　
五　
％　
・　
三　
十　
年　
に　
は　
百　
％　
と　
、　
三　
回　
の　

改　
定　
を　
経　
て　
「　
基　
礎　
係　
数　
」　
と　
「　
機　
能　
評　
価　
係　

数　
Ⅱ　
」　
へ　
の　
完　
全　
移　
行　
を　
目　
指　
す　
こ　
と　
と　
さ　

れ　
て　
い　
る　
。　
今　
年　
度　
は　
二　
十　
五　
％　
の　
移　
行　
で　

す　
ん　
だ　
も　
の　
の　
、　
当　
院　
で　
も　
機　
能　
評　
価　
係　
数　

Ⅱ　
へ　
の　
移　
行　
に　
備　
え　
て　
検　
討　
を　
本　
格　
化　
し　
て　

い　
か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
。　

今　
年　
度　
、　
当　
院　
の　
機　
能　
評　
価　
係　
数　
Ⅱ　
の　
数　

値　
は　
、　
昨　
年　
度　
よ　
り　
〇　
・　
〇　
〇　
二　
一　
ほ　
ど　
下　

が　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
だ　
が　
基　
礎　
係　
数　
と　
暫　
定　

調　
整　
係　
数　
を　
足　
し　
た　
も　
の　
が　
旧　
調　
整　
係　
数　
よ　

り　
プ　
ラ　
ス　
に　
な　
り　
、　
機　
能　
評　
価　
係　
数　
Ⅰ　
で　
は　

今　
年　
度　
よ　
り　
出　
来　
高　
か　
ら　
係　
数　
に　
な　
っ　
た　
地　

域　
加　
算　
、　
評　
価　
の　
上　
が　
っ　
た　
医　
師　
事　
務　
作　
業　

補　
助　
体　
制　
加　
算　
、　
急　
性　
期　
看　
護　
補　
助　
体　
制　
加　

算　
、　
新　
設　
で　
は　
夜　
間　
急　
性　
期　
看　
護　
補　
助　
体　
制　

加　
算　
、　
患　
者　
サ　
ポ　
ー　
ト　
加　
算　
、　
デ　
ー　
タ　
提　
出　

加　
算　
等　
が　
加　
わ　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
を　
踏　
ま　
え　
て　
当　

院　
の　
病　
院　
機　
能　
評　
価　
係　
数　
は　
一　
・　
二　
を　
超　
え　
、　

昨　
年　
度　
の　
一　
・　
一　
三　
と　
比　
べ　
る　
と　
約　
〇　
・　
一　

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の

項
目
に
つ
い
て
拡
充
さ
れ
た
。

①
救
急
・
周
産
期
医
療
の
推
進

②
病
院
医
療
従
事
者
の
勤
務
体
制
の
改
善
等

の
取
り
組
み

③
救
急
外
来
や
外
来
診
療
の
機
能
分
化

④
病
棟
薬
剤
師
や
歯
科
等
を
含
む
チ
ー
ム
医

療
の
促
進

◎
重
点
課
題
二

医
療
と
介
護
の
役
割
分
担

の
明
確
化
と
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
強

化
及
び
在
宅
医
療
等
の
充
実

地
域
医
療
の
再
生
を
図
る
観
点
か
ら
、
早

期
の
在
宅
療
養
へ
の
移
行
や
地
域
生
活
の
復

帰
に
向
け
た
取
組
の
推
進
な
ど
、
医
療
と
介

護
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
地
域
に
お
け
る

連
携
体
制
の
強
化
及
び
地
域
生
活
を
支
え
る

在
宅
医
療
等
の
充
実
を
図
る
た
め
に
以
下
の

項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
在
宅
医
療
を
担
う
医
療
機
関
の
役
割
分
担

や
連
携
の
促
進

②
看
取
り
に
至
る
ま
で
の
医
療
の
充
実

③
在
宅
歯
科
・
在
宅
薬
剤
管
理
の
充
実

④
訪
問
看
護
の
充
実
、
医
療
・
介
護
の
円
滑

な
連
携

◎
以
上
、
二
つ
の
重
点
課
題
に
加
え
て
、

「
医
療
技
術
の
進
歩
の
促
進
と
導
入
、
そ
の

他
の
分
野
」
と
し
て
、
が
ん
治
療
、
認
知
症

治
療
な
ど
の
推
進
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
領
域

に
お
け
る
医
療
技
術
の
進
歩
の
促
進
と
導
入

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
評

価
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

①
医
療
技
術
の
適
切
な
評
価
、
が
ん
医
療
や

生
活
習
慣
病
対
策
、
精
神
疾
患
・
認
知
症
対

策
、
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
、
生
活
の
質
に
配
慮

し
た
歯
科
医
療

②
医
療
安
全
対
策
、
患
者
へ
の
相
談
支
援
対

討
さ
れ
て
い
る
が
、
算
定
要
件
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
中
に
は
当
然
患
者
・
利
用
者
を
中

心
と
し
た
考
え
で
院
内
・
院
外
と
の
連
携
・

協
力
・
対
話
が
必
要
と
な
る
も
の
が
多
く
、

そ
こ
に
こ
れ
か
ら
の
増
点
へ
の
鍵
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
よ
り
多
く
の
患
者
に
対
し
て

急
性
期
病
院
の
後
方
支
援
機
能
と
し
て
の
役

割
、
施
設
・
在
宅
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
、
在

宅
療
養
中
の
患
者
が
急
変
し
た
際
に
早
期
に

受
け
入
れ
る
役
割
な
ど
体
制
づ
く
り
と
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
二
〇
二
五
年

に
向
け
た
扉
を
開
く
鍵
だ
と
思
う
。

一
般
病
棟
以
外
は
全
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
（
月
）

ま
で
に
届
出
を
行
う
新
点
数
と
し
て
は
、
患

者
サ
ポ
ー
ト
体
制
充
実
加
算
、
感
染
対
策
加

算
二
、
退
院
調
整
加
算
、
後
発
医
薬
品
使
用

体
制
加
算
一
、
看
護
補
助
加
算
一
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
初
期
加
算
、
亜
急
性
期
入
院

医
療
管
理
料
、
救
急
搬
送
患
者
受
入
れ
加
算
、

総
合
評
価
加
算
、
輸
血
管
理
Ⅱ
（
適
正
使
用

加
算
）
、
検
体
検
査
加
算
（
一
）
（
二
）
、
Ｃ

Ｔ
撮
影
及
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
撮
影

加
算
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
等
が
検

試
算
事
例
（
二
）

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院

の
場
合

平
成
立
石
病
院
医
事
課

診
療
情
報
管
理
士
　
福
田
慎
太
郎
氏

【
は
じ
め
に
】

平
成
二
十
四
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
行
な

わ
れ
、
各
病
院
で
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
今
回

の
改
定
で
は
医
療
従
事
者
へ
の
負
担
軽
減
、

医
療
と
介
護
等
と
の
機
能
分
化
・
連
携
や
在

宅
医
療
の
充
実
、
医
療
技
術
の
進
歩
・
促

進
・
導
入
な
ど
が
重
点
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
急
性
期
病
院
で
あ
る
当
院

で
の
改
定
に
お
け
る
影
響
と
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
内
容
を
基
に
考
え
た
結

果
等
を
報
告
す
る
。

【
改
定
率
】

平
成
二
十
四
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
全
体

改
定
率
は
プ
ラ
ス
〇
・
〇
〇
四
％
で
あ
り
、

診
療
報
酬
本
体
は
プ
ラ
ス
一
・
三
八
％
（
約

五
千
五
百
億
円
）
で
あ
っ
た
、
内
訳
は
入
院

プ
ラ
ス
二
・
〇
七
％
（
約
三
千
三
百
億
円
）

と
外
来
プ
ラ
ス
一
・
〇
一
％
（
約
千
四
百
億

円
）
の
合
計
で
医
科
プ
ラ
ス
一
・
五
五
％

（
約
四
千
七
百
億
円
）、
歯
科
プ
ラ
ス
一
・
七

〇
％
（
約
五
百
億
円
）
、
調
剤
プ
ラ
ス
〇
・

四
六
％
（
約
三
百
億
円
）
、
薬
価
等
マ
イ
ナ

ス
一
・
三
八
％
（
約
五
千
五
百
億
円
）
と
二

年
前
の
プ
ラ
ス
改
定
ほ
ど
で
は
な
い
が
今
年

度
も
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
改
定
の
概
要
】

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
を
重
点
課
題
と
し

て
示
さ
れ
た
も
の
に
沿
っ
て
概
観
す
る
。

◎
重
点
課
題
一

急
性
期
医
療
等
の
適
切
な

提
供
に
向
け
た
病
院
勤
務
医
等
の
負
担
の
大

き
な
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減

救
急
、
産
科
、
小
児
、
外
科
等
の
急
性
期

医
療
等
の
適
切
な
提
供
を
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
病
院
勤
務
医
等
の
負
担
の
大

き
な
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
・
処
遇
改
善

の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
点
課
題
の

策
の
充
実

③
病
院
機
能
に
あ
わ
せ
た
入
院
医
療
、
慢
性

期
入
院
医
療
の
適
正
評
価
、
資
源
の
少
な
い

地
域
へ
の
配
慮
、
診
療
所
の
機
能
に
応
じ
た

評
価

④
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
、
長
期
入
院
の

是
正
、
市
場
実
勢
価
格
を
踏
ま
え
た
医
薬
品

等
の
適
正
評
価
な
ど

【
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
改
定
】

こ
こ
か
ら
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
改
定
の
概
要
と

当
院
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
つ
い

て
述
べ
る
。

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病

院
数
は
千
五
百
病
院
を
超
え
た
。
病
床
数
は
、

約
四
十
八
万
床
を
超
え
て
全
一
般
病
床
の
五

十
三
％
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
年
々
病
院
数
・
病
床
数
と
も
に
増
加
し

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
へ
の
注
目
は

増
す
一
方
で
あ
る
。

当
院
は
、
平
成
二
〇
年
の
七
月
か
ら
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象
病
院
と
な
り
、
百
八
十
床
す
べ
て
が

一
般
病
棟
で
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
床
と
な
る
。
そ

の
こ
と
か
ら
当
院
に
お
い
て
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
改
定

に
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
な
り
、

そ
の
後
の
検
討
・
対
応
に
繋
げ
て
い
く
材
料

と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
も
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の
一
番
の
注

目
は
医
療
機
関
別
係
数
で
は
な
か
ろ
う
か
。

平
成
二
十
二
年
度
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
改
定
で
は
調

整
係
数
の
段
階
的
・
計
画
的
廃
止
が
決
ま

り
、
新
た
に
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
が
設
定
さ
れ

た
が
、
今
回
の
改
定
で
は
一
部
修
正
・
再
整

理
を
経
て
基
礎
係
数
（
病
院
群
別
）
が
新
た

に
導
入
さ
れ
た
。

基　
礎　
係　
数　
（　
病　
院　
群　
別　
）　
と　
は　
Ｄ　
Ｐ　
Ｃ　
対　
象　

病　
院　
を　
機　
能　
に　
応　
じ　
て　
三　
つ　
の　
医　
療　
機　
関　
群　
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近　
く　
プ　
ラ　
ス　
評　
価　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　

診
断
群
分
類
点
数
表
の
改
定
と
い
う
と
、

平
成
二
十
二
年
四
月
で
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
総
数
が
二

千
六
百
五
十
八
で
そ
の
う
ち
包
括
対
象
Ｄ
Ｐ

Ｃ
数
は
千
八
百
八
十
と
な
っ
て
い
た
。
平
成

二
十
四
年
四
月
の
時
点
で
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
総
数
は

二
千
九
百
二
十
七
で
そ
の
う
ち
包
括
対
象
Ｄ

Ｐ
Ｃ
数
は
二
千
二
百
四
十
一
と
な
っ
た
。
新

し
く
改
定
さ
れ
た
診
断
群
分
類
の
中
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
肺
炎
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昨

年
度
は
、
細
菌
性
肺
炎
と
誤
嚥
性
肺
炎
で
は

分
類
が
一
緒
で
あ
っ
た
が
今
年
度
で
は
分
類

が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
従

来
の
肺
炎
コ
ー
ド
か
ら
副
傷
病
名
の
分
岐
が

な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
点
数
や
日
数
へ

の
影
響
と
し
て
は
、
副
傷
病
名
な
し
と
副
傷

病
名
あ
り
の
ち
ょ
う
ど
中
間
く
ら
い
の
設
定

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
従
来
副
傷
病
名
あ
り

で
算
定
し
て
い
た
場
合
は
、
今
回
の
改
定
で

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
誤
嚥
性
肺
炎
は
と
い

う
と
点
数
・
日
数
は
従
来
の
肺
炎
・
副
傷
病

名
あ
り
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
等
の
設
定
に
な
っ

て
い
る
。
当
院
で
の
細
菌
性
肺
炎
と
誤
嚥
性

肺
炎
の
比
率
は
、
約
三
対
七
く
ら
い
の
割
合

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
細
分
化
は
当

院
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
に
働
く
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
病
名
の
選
択
時
に
肺
炎
の

記
載
が
誤
嚥
性
肺
炎
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク

は
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
注
意
し
た
い
。

そ
の
他
は
小
腸
・
大
腸
良
性
疾
患
は
ポ
リ

ー
プ
や
憩
室
炎
・
憩
室
出
血
の
分
類
が
細
分

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
膿
瘍
・
穿

孔
が
あ
る
場
合
は
さ
ら
に
分
類
が
細
分
化
さ

れ
る
。
同
様
に
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
は
穿
孔

が
あ
る
場
合
は
分
類
が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
重
症
度
が
高
い
疾
病
に
対
し
て
診
療
報

酬
が
よ
り
多
く
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
は
い
る
よ
う
だ
。

平
成
二
十
四
年
三
月
デ
ー
タ
を
も
と
に
当

院
に
お
い
て
主
要
な
診
断
群
分
類
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ

点
数
部
分
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

た
。
六
桁
分
類
別
に
総
点
数
を
改
定
後
の
点

数
に
置
き
換
え
て
計
算
を
し
た
と
こ
ろ
全
体

的
に
は
収
入
増
と
な
っ
た
。
当
院
で
は
平
均

在
院
日
数
は
症
例
を
踏
ま
え
た
う
え
で
若
干

長
い
の
で
在
院
日
数
の
短
縮
な
ど
を
し
て
い

け
ば
全
体
的
に
も
っ
と
よ
い
数
字
に
な
る
と

考
え
る
。
診
断
群
分
類
改
定
の
点
数
影
響
は

か
な
り
マ
イ
ナ
ス
に
受
け
た
が
、
医
療
機
関

係
数
が
高
く
設
定
さ
れ
た
た
め
こ
の
様
な
結

果
に
な
っ
た
。
基
礎
係
数
と
暫
定
調
整
係
数

は
、
二
年
間
据
え
置
き
な
の
で
問
題
な
い
が
、

こ
の
結
果
を
考
慮
す
る
と
機
能
評
価
係
数
の

増
加
を
含
め
て
二
年
後
の
改
定
を
見
据
え
た

検
討
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

【
ま
と
め
】

今　
回　
の　
診　
療　
報　
酬　
改　
定　
は　
、　
平　
成　
二　
十　
二　

年　
度　
か　
ら　
の　
流　
れ　
で　
急　
性　
期　
病　
院　
へ　
の　
評　
価　

や　
機　
能　
分　
化　
・　
強　
化　
や　
連　
携　
が　
特　
徴　
と　
な　
っ　

て　
い　
る　
。　
人　
員　
配　
置　
へ　
の　
評　
価　
、　
手　
術　
料　
の　

点　
数　
ア　
ッ　
プ　
な　
ど　
当　
院　
に　
と　
っ　
て　
良　
い　
改　
定　

で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
の　
反　
面　
、　
専　
門　
知　
識　
を　
持　
っ　

た　
職　
員　
の　
確　
保　
が　
難　
し　
く　
な　
る　
こ　
と　
が　
予　
想　

さ　
れ　
る　
。　
そ　
の　
こ　
と　
か　
ら　
今　
在　
籍　
し　
て　
い　
る　

病　
院　
職　
員　
全　
体　
で　
チ　
ー　
ム　
一　
丸　
と　
な　
り　
取　
り　

組　
ん　
で　
い　
く　
こ　
と　
が　
重　
要　
で　
あ　
る　
と　
考　
え　
る　
。　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
医
療
機
関
別
係
数
の
段
階

的
移
行
措
置
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
機
能
評

価
係
数
へ
の
具
体
的
な
対
策
が
可
能
と
な
っ

た
。
診
断
群
分
類
改
定
に
お
い
て
は
、
疾
病

の
重
症
度
に
よ
り
評
価
が
細
分
化
さ
れ
た
。

今
後
、
重
症
度
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
細
分

化
が
進
ん
で
い
き
、
現
在
は
調
査
デ
ー
タ
で

入
力
し
て
い
る
よ
う
な
診
療
録
情
報
（
肺
炎

の
重
症
度
分
類
・

分
類
な
ど
）

も
評
価
の
対
象
に
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
提
出
加
算
の
新
設
に
よ

っ
て
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
・
準
備
病
院
だ
け
で
は
な

く
出
来
高
算
定
病
院
も
デ
ー
タ
作
成
評
価
の

対
象
に
な
っ
た
た
め
、
デ
ー
タ
提
出
医
療
機

関
が
増
え
れ
ば
入
院
基
本
料
の
必
須
項
目
に

含
ま
れ
る
日
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
。


